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事故原因究明を通じた再発防止

◼自動運転の事故調査体制については運輸大臣に検査官の任命権限を与えるに留まる

◼刑事責任は自動運転システム作動時にUIC・NUIC下で所在が異なり、民事責任は保険・罰則

に係る規定

◼運輸安全委員会は独立性の高い３条委員会であり、航空/鉄道/船舶事故等の発生原因や
事故による被害の原因を究明。

◼その調査においては、①責任追及から切り離して、②事故発生の様々な要因を科学的かつ
客観的に分析し、③関係分野を専門とする委員の審議等を経て、調査報告書を議決・公表。

◼運輸安全委員会設置法により、事故等関係者から報告を徴収すること、関係物件の提出を求
めること等ができることとされている。（航空事故などにおいては、条約に基づく国際協力体制
が確立している。 ）

◼自動運転車の調査に必要な専門分野・技術的知見を特定した上で、運輸安全委員会が実効
性のある調査ができるような制度設計、十分な体制の確保が課題となる。

（参考）
英国における

行政体制確保状況

運輸安全委員会について

日本における
自動運転車事故調査

体制の現状

◼日本国内における自動運転事故の調査に対しては、ITARDAの組織体系における自動運転
グループが主体となり、令和2年4月より・分析・研究を実施

◼自動運転車（レベル3）の事故調査における分析の視点としては、「運転の主体」、「システム
の作動状況」、「走行環境の状況」、「システムの故障や不具合」と多岐に渡る

◼警察庁・国交省の調査依頼を基にITARDA自動運転グループが情報・データ分析・実証実験
等の調査を開始し、自動運転事故調査委員会に向けて、調査結果を報告。

◼ ITARDAの調査が任意での調査にとどまるため、関係者からの情報収集の在り方等について
課題がある。
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ITARDAにおける自動運転車事故調査の流れ

○警察庁・国交省の調査依頼を基にITARDA自動運転グループが情報・データ分析・実証実験等の調査を

開始し、自動運転事故調査委員会に向けて、調査結果を報告

出所：ITARDA提供資料を基に作成
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運輸安全委員会における事故調査の流れ等
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（参考）英国調査結果

〇自動運転の事故調査体制については運輸大臣に検査官の任命権限を与えるに留まる

○刑事責任は自動運転システム作動時にUIC・NUIC下で所在が異なり、民事責任は保険・罰則に係る規定

基準認証等 事故・インシデント発生 責任判断事故要因

行政 刑事 民事個別の事故調査

事故・ニアミス情報等
の収集・分析・利用

保安基準/
ガイドライン

【型式認証】

◼自動運転車を対象とした規
定は確認できず

◼英国の型式認証制度であ
るGB型式認証制度*1にて
自動運転に関する型式認
証を導入予定

➢自動運転レベル3の自動
車線維持システム
（ALKS*2）の型式認証を
導入予定 (～‘24年末)

➢自動運転車に対応すべく
型式認証規定を改正予
定(～’26年末)

【保安基準】

◼自動運転車を対象とした規
定は確認できず

◼自動運転車に関する保安
基準としてはUNECE規則で
規定されている自動車線維
持システム（ALKS）で求め
られる要件が保安基準とな
る見込み

➢GB型式認証制度では
UNECEの関連規制を適
用し、リソース・コストを削
減する方針

◼自動運転車事故の再発防
止を目的とした分析・利用
に関する規定は確認できず

➢RAIDS*4では事故時の
データ収集、原因特定に
より、衝突事故や事故時
の負傷リスク低減への取
組

【保険規定】

◼自動運転車の事故発生時
に保険会社の責任を規定

➢保険未加入時や車両が
不適合である場合は車
両所有者の責任

【罰則規定】

◼自動運転車の事故発生時
に自動運転事業体の責任
を規定

➢是正処置通知
(規制要件の遵守も含む)

➢金銭的罰則通知

【事故調査体制】

◼自動運転事故に対しては、
運輸大臣に検査官の任命
権限を規定

➢検査官は、個人または警
察官が保有・調査中の情
報・物品の提供、施設へ
の立入の権限等を有する

【重大事故発生時】

◼自動運転車を対象とした規
定は確認できず

➢一般車両の重大事故発
生時に、警察は事故車両
からEDR*3データを取得し、 
OEMやTRL・AiTSと連携
して事故調査体制を構築

➢ N/A
(規定確認できず)

自動運転
システム
作動時

No-user-in-
chargeでの
走行

User-in-
chargeでの
走行

*1：英国市場に上市される車両・部品に適用されるグレートブリテン（GB）型式認証制度 *2：自動車線維持システム *3：Event Data Recorder *4：Road Accident In-Depth Studies
*5：C&Cドライバーとは「少なくとも、有能で注意深い人間の運転者」を指す。AVA47条では、「careful and competent driver」に期待できる基準を満たしている際にドライバーの免責事項を規定
出所：「Policy paper A vision for GB type approval」（2024/5/16、Department for Transport）、「Automated Vehicles Act 2024」、「Road Traffic Act 1988」（legislation.gov.ukウェブサイト）、各種公開情報を基に作成

【システムが回避すべき運行
状態時】

◼自動運転事業体が
全般的な責任を負う

【システムが回避不能な運行
状態時】

◼ドライバー

◼車両所有者が責任を負う

（例）

➢ 商用：
企業代表者等

User-in-charge

No-user-in-charge

C&C*5（careful and competent driver）相当の

システムへの回避可能な条件が求められる
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